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株式会社　タイショーテクノ

この連載は、人それぞれが「大切にしている言葉」を、経営者のみならず

さまざまな立場の方から、エピソードを交えてご紹介いただくものです。
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面白そうだな、勉強になりそうだなと思ったら、難しくても
とりあえずやってみる。一旦やり出したら出来るまでしつこく
やり続ける。先代の頃から培われたこのような風土が弊社には
あります。
あと少しのところがなかなかうまくいかずに途中で行き詰っ
てしまうことがあっても、それでも諦めずに試行錯誤を繰り返
していると、ある時ふと課題解決のためのアイディアが生まれ、
新たな技術が生み出される．．．
そういう場面を目の当たりにし、異業種からものづくりの世
界に入ってきた私は、先代社長がいつも言っていたこの言葉の
意味を実感するとともに、これはものづくり以外のあらゆる場
面にも通じるものだと強く感じております。
社長に就任してまだ一年、この先様々な困難に直面すること
と思いますが、この言葉を胸に、困難の先に道は開けると信じて、
決して諦めずにやり抜くという強い気持ちを持ち、事業を発展
させていきたいと決意を新たにしております。

会社概要

◆本 社 所 在 地 
◆主 要 製 品
◆創 　 　 業
◆資    本    金

大阪府和泉市テクノステージ 1-5-2
精密冷間鍛造・プレス加工全般
1946（昭和 21）年
5,000万円

株式会社 タイショーテクノ

連載‐第13 回‐Recommended by the president
経営者のおすすめをご紹介します

社長のRecommend
Pick Up！ 今月はおすすめの一冊をご紹介します

株式会社 タカサゴ　代表取締役社長  長谷川 晴彦 氏
●今月のご紹介者

『SHOE DOG　靴にすべてを。』
著/フィル ナイト　PHIL KNIGHT　　出版社/東洋経済新報社

［概要］

父親から借りた50ドルを元手に、アディダス、プーマ
を超える売上げ300億ドルの会社を創り上げた男が、ビ
ジネスと人生のすべてを語る。1962年晩秋、24歳のある
アメリカ人が日本に降り立った。彼の名はフィル・ナイ
ト。のちに世界最強のブランドの一つとなる、ナイキの
創業経営者である。オニツカという会社がつくるシュー
ズ「タイガー」に惚れ込んでいた彼は、神戸にあるオニ
ツカのオフィスを訪れ、役員たちに売り込みをする。自
分に、タイガーをアメリカで売らせてほしいと。スタン
フォード大MBA卒のエリートでありながら、なぜ、あえ
て靴のビジネスを選んだのか︖しかも、かつての敵国、
日本の企業と組んでまで。「日本のシューズをアメリカで
売る」。人生を賭けた挑戦が、このとき始まった︕

本　　社：兵庫県高砂市阿弥陀町魚橋 1276
資 本 金：1,000 万円
従業員数：157 名
創　　立：1965 年 4 月 1 日
事業内容：水道用ホース製造・組立、二輪車用
　　　　　ブレーキホース製造、マンドレル製造、
　　　　　マウンテンバイク用油圧ブレーキホース製造
ホームページ：https://www.takasago1965.co.jp/

Ｑ１︓この本を手に取られたきっかけについて
世界的に有名な会社であるナイキの創業経営者

の自伝であり、経営者同士の間でも話題になって
いたため、興味が湧き本誌を手に取りました。

Ｑ２︓この本をおすすめしたい理由について
ナイキの創業秘話、日本との意外な関係、馬鹿

げたと言われるようなアイデアに人生を賭けた男
の挑戦の実話であり、ビジネスが成功するために
必要な誠実さと、常につきまとう誤りと犠牲と闘
いを思い起こさせてくれる。ここまで赤裸々に自
身の歩んだ道を語ってくれる経営者は少ないで
しょう。

Ｑ３︓どういった方におすすめしたいですか
会社経営者や継承しようとする若手経営者、経

営幹部候補生はもちろんですが、年齢・性別・役
職を問わず、是非一度お手に取っていただきたい、
おすすめしたい一冊です。
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